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繍難購叢談塗：［凝劉
Fig．2　Electroforetogram　showing　tissue　speci蕾ic
　　expression　of　MPN88　transcript　analyzed　by
　　　northern　hybridization．　a：mantle　pallial，　lane
　　　b：mantle　edge，　lane　c：adductor，　lane　d：gill，
　　　lane　e：heaほ．
わたって27－29％の相同性が認められた。しかしこ
れは，配列上の類似性ではなく，両成分を構成する
アミノ酸組成上の類似性にすぎなかった。第二に，
この成分は，不溶性の構造タンパク質であるkeratin
やクモの糸を構成するfibroinと部分的に30％以上の
高いホモロジーを示した。さらに，炭酸カルシウム
から成るウニの棘の構成成分であるHSM41，　SM50
との問でも，プロリン，グリシン，メチオニンのみ
からなる配列の存在や繰り返し配列の問にグルタミ
ンが点在するなど点での類似性が認められた。
ノーザンハイブリダイゼーション解析
　ノーザンハイブリダイゼーション解析の結果，マ
ントル上皮外縁部（真珠層形成部位）と端部（稜柱
層形成部位）の両組織において，約2．8kbから3，5　kb
に渡る広い領域で強いシグナルが検出された。一方，
貝柱，心臓，えらの各組織に対しては，シグナルが
検出されなかった（Fig．2）。
3．2考察
　本研究で塩基配列が決定されたcDNAがコードす
るタンパク質成分には，777から1004のアミノ酸残
基を持つ複数の成分が含まれていた。ノーザンハイ
ブリダイゼーション解析の結果は，これらの成分が，
アコヤガイ真珠層と稜柱層の形成に特異的に関与し
ていることを示しており，アコヤガイ殻体の形成に
関与する有機基質タンパク質の一種であると考えら
れる。ホモロジー検索の結果，これらのタンパク質
成分と高い相同性を示す成分は検索されなかったこ
とから，この成分が新規成分であることが強く示唆
された。このため，これらの成分をMPN88
（molluscan　shell　prismatic　and　nacreous　layer　88　kDa
component）と命名した。一方，この成分と，アコヤ
ガイ不溶性有機基質構成成分であるMSI60，　MSI31
やウニの棘形成に関与する不溶性タンパク質のアミ
ノ酸配列との問に部分的な相同性が認められた。ま
た，アミノ酸組成分析の結果からは，可溶性有機基
質タンパク質の中には，この成分と類似の組成を示
す成分が存在しない一方，不溶性有機基質タンパク
質中にMPN88と類似の組成を示す成分が存在した12）。
このことは，MPN88が，アコヤガイの傘体形成に関
与する新規の不溶性成分である可能性を強く示唆し
ている。
　上記の結果は，MPN88がアコヤガイへ殻体形成に
おいて，結晶多形や殻体微細構造とは無関係に，真
珠層と稜柱層の形成に普遍的に関与している初めて
の不溶性有機基質である可能性を示している。また，
種を超えて類似の構造を有する成分が存在すること
から，MPN88が無脊椎動物の石灰化に普遍的に関与
している成分である可能性も考えられる。
　今後の課題として，MPN88が，実際にアコヤガイ
殻体中に存在することの確認実験が必要とされる。
これまでに報告されたaspein7）やasprich9）などのい
くつかの成分が，有機基質タンパク質として未だ殻
体中からは同定されておらず，このため，殻体形成
とこれらの成分との問の直接の関連性を議論する障
害となっている。また，この成分の機能を解析する
ために，発現タンパク質を用いた結晶形成実験等も
行う必要があろう。これらの追加実験の結果，
MPN88の軟体動物の殻体形成における役割の解明が
進展することが期待される。
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